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R5.11.1

1 会社名 及び 代表者名

2

3

4 事業内容

5 事業の規模

　　一般廃棄物処分年間量（廃プラスチック類）　　 　　　　　0ｔ

1

　　産業廃棄物収集運搬年間量　　 　　　　　　　　　　　　　 　 1,297.27ｔ

　　産業廃棄物処分年間量　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　13,320.76ｔ

　　一般廃棄物収集運搬年間量（廃プラスチック類）　 　　　　　　　　0ｔ

　　一般廃棄物収集運搬委託業務(家庭ごみ)

       可燃ごみ＝3,050.38t　　不燃ごみ＝108.84t　　プラスチック＝387.95t

　　　 資源(缶・びん・ペットボトル・紙パック)＝298.98t　　紙類＝236.43t

　設　　　 立　　　　 平成 5 年 9 月 7 日

　資　本　金　　　　　1,000万円

　事業年度　　　　　 7 月 ～ 6 月

　社　員　数　　　　 本社　4名　 新開本店　11名　 契約社員　5名　 派遣社員　4名　  計 24名　　

　延べ面積　　　　　本社 　 3,699.6㎡　　　　新開本店　　3017.29㎡　　　計　　6,716.89㎡

　令和4年度　売　上　高　　　36,940万円

環境管理責任者 及び 環境管理担当者

　環境管理責任者　正　代表取締役社長　熊谷　賢　　　

　　　　　　　　　　　　 副　業務課　坂下　巧　

　一般廃棄物収集運搬 、 一般廃棄物処理業（廃プラスチック）

　産業廃棄物収集運搬業 、産業廃棄物処理業

　肥料・堆肥製造業 、　バイオガス発電事業

1. 事業活動の概要

　株式会社 トマウェーブ

　代表取締役社長　熊谷　賢

所　在　地

　本　　　社　　　　北海道苫小牧市勇払285番地1　　　

　新開本店　　　　北海道苫小牧市新開町2丁目2番10号



6 　運搬車両の種類・台数

7 認証登録

8 許可内容 　

事業の範囲

積替保管施設

　保管場所　3　　金属くず

　 面積　25㎡　　　保管上限　10.4 ㎥　　　高さ　1.25 ｍ

2

　保管場所　1　　廃プラスチック類

　 面積　25㎡　　　保管上限　6.24 ㎥

　保管場所　2　　木くず

　 面積　25㎡　　　保管上限　3.12 ㎥

許可年月日　平成31年2月27日　　　許可の有効年月日　令和6年2月23日

　燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、

　動植物性残さ、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリート及び陶磁器くず、鉱さい、

　がらき類、動物のふん尿、ばいじん。

　設置場所　　　北海道苫小牧市字勇払289番2

　対象事業所　　　 勇払本社 、新開本店

　対 象 事 業　　　 一般廃棄物収集運搬業 、一般廃棄物処理業(廃プラスチック）

　　　　　　　　　　　　産業廃棄物収集運搬業 、産業廃棄物処理業

　　　　　　　　　　　　肥料・堆肥製造業 、バイオガス発電事業

産業廃棄物収集運搬業許可証　　　　　　許可番号　第00110014665号

　　　ダンプ　　　　　　　　　　　　 2 台　　　　　　脱着装置式コンテナ車　　1台

　　　ダンプ（クラム車）　　　　　  1 台　　        キャブオーバー　　　　　　 １台

　　　塵芥者（予備車含む）　　　５台



　処 理 能 力　　 20.0 ｔ /日（ 8時間 ）、　2.50 ｔ /時間
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　設置年月日　　平成 28 年 5 月 31 日　

　処 理 能 力　　 16.4 ｔ /日（ 8時間 ）、　2.05 ｔ /時間

施設の種類　　　動植物性残さ、汚泥、廃酸、廃アルカリの発酵施設

　　　　　　　　　　 バイオガス施設

　設 置 場 所　　北海道 苫小牧市勇払字285番地1・285番地2

　設置年月日　　平成 30 年  8 月  20 日　

　設置年月日　　平成 24 年 1 月 31 日　

　処 理 能 力　　 10.0 ｔ /日（ 8時間 ）、　1.25ｔ /時間

施設の種類　　　動植物性残さの粉砕施設

　　　　　　　　　　 汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、動植物性残さの混合施設

　設 置 場 所　　北海道 苫小牧市勇払字285番地1

施設の種類　　　廃プラスチック類の乾留施設

　設 置 場 所　　北海道 苫小牧市勇払字２８５番地1

　設置年月日　　平成 8 年 12 月 25 日　

　処 理 能 力　　 2.4 ｔ /日（ 8時間 ）、　0.3ｔ /時間

施設の種類　　　汚泥、動植物性残さの発酵施設

　設 置 場 所　　北海道 苫小牧市勇払字285番地1

　設 置 場 所　　北海道 苫小牧市勇払字285番地1

　設置年月日　　平成 8 年 12 月 25 日　

　処 理 能 力　　 70.0 ㎥/日（ 8時間 ）、　8.75 ㎥/時間

　許可年月日　　 平成 10 年 7 月 16 日 （変更許可）

　許 可 番 号　　 胆環生第3185－3号

事業の範囲

　乾留（廃プラスチック類）、肥料の製造（乾燥（汚泥、廃酸、廃アルカリ、動植物残さ）、

　発酵（汚泥、動植物性残さ））、飼料の製造（粉砕（動植物性残さ）、混合（汚泥、廃油、廃酸、

　廃アルカリ、動植物性残さ））、肥料及びバイオガスの製造(発酵(動植物性残さ、汚泥、廃酸、

　廃アルカリ))。

施設の種類　　　汚泥、廃酸、廃アルカリ、動植物性残さの乾燥施設

産業廃棄物処分業許可証　　　　　　　　許可番号　第0120014665号

許可年月日　令和元年(2019年)6月14日　　　許可の有効年月日　令和6年(2024年)6月13日



　保 管 上 限　　 10.0㎥
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　高　　さ　　　　　 3.0ｍ 

　　　　　　　　 　　

施設の種類　　　保管場所　6

　設 置 場 所　　北海道 苫小牧市勇払字285番地1

　面　　積　　　　　20.0㎡

　種　　類　　　　　汚泥、動植物性残さ、廃酸、廃アルカリ

　高　　さ　　　　　 3.0ｍ 　　（11月～3月）

施設の種類　　　保管場所　5

　設 置 場 所　　北海道 苫小牧市勇払字289番2

　面　　積　　　　　  56.2㎡ （4月～10月）  394.4㎡ （11月～3月）

　種　　類　　　　　廃プラスチック類

　保 管 上 限　　 　35.0㎥ （4月～10月）   576.6㎥ （11月～3月）

　高　　さ　　　　　 2.7ｍ 

施設の種類　　　保管場所　4

　設 置 場 所　　北海道 苫小牧市勇払字289番2

　面　　積　　　　　200.1㎡

　種　　類　　　　　廃プラスチック類

　保 管 上 限　　 234.9㎥  （11月～3月）

施設の種類　　　保管場所　3

　設 置 場 所　　北海道 苫小牧市勇払字285番地1

　面　　積　　　　　150.0㎡

　種　　類　　　　　廃プラスチック類

　保 管 上 限　　 246.5㎥ 

　保 管 上 限　　 150.0㎥

施設の種類　　　保管場所　2

　設 置 場 所　　北海道 苫小牧市勇払字285番地1

　面　　積　　　　　90.0㎡

　種　　類　　　　　汚泥、廃酸、廃アルカリ、動植物性残さ

　保 管 上 限　　 60.0㎥

施設の種類　　　保管場所　1

　設 置 場 所　　北海道 苫小牧市勇払字285番地1

　面　　積　　　　　147.3㎡

　種　　類　　　　　汚泥、廃酸、廃アルカリ、動植物性残さ



肥料登録証

　肥料の名称　　 　 ベジマックス

　登 録 番 号　　　 生第927818号

　登録年月日　　　 平成 24 年 8 月 10 日　　　　登録の有効期限　令和6年8月9日

　肥料の種類　　　 汚泥発酵肥料
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　肥料の名称　　 　 グリーンウェーブ

　登 録 番 号　　　 生第84425号

　登録年月日　　　 平成 15 年 10 月 10 日　　　登録の有効期限　令和6年10月9日

　肥料の種類　　　 混合汚泥肥料

　　　　　　　　　　　 乾燥施設

　　　　　　　　　　　　　処理能力 70㎥/ 日

　肥料の名称　　 　 トマックス

　登 録 番 号　　　 生第80606号

　登録年月日　　　 平成 12 年 10 月 1 日　　　　登録の有効期限　令和6年9月30日

　肥料の種類　　　 混合汚泥肥料

　許可年月日　　　令和 4年 4 月 1 日（更新）　　許可有効期限　　令和 6年 3 月 31 日　

　事業の範囲　　　一般廃棄物（廃ゴムタイヤ、汚泥（道内他自治体から排出される農業集落

　　　　　　　　　　　 排水脱水汚泥（ただし随時行政間での協議を必要とする））

　処 分 区 域　　　北海道 苫小牧市字勇払285番地1

　　　　　　　　　　　 乾留施設（乾留缶2基）

　　　　　　　　　　　 　処理能力（1基につき）2.4ｔ / 日（8時間）、0.3ｔ / 時間

　保 管 上 限　　 10.0㎥

一般廃棄物収集運搬業許可証　　　　　許可第 16 号　　　　　　（令和４年４月１日更新済み）

　許可年月日　　　令和 4年 4 月 1 日　　許可有効期限　　令和 6年 3 月 31 日　

　事業の範囲　　　一般廃棄物（特別管理一般廃棄物・浄化槽汚泥等を除く）

　収 集 区 域　　　苫小牧市内全域

一般廃棄物処分業許可証　　　　　　　　許可第 17 号　　　　　　（令和４年４月１日更新済み）

施設の種類　　　保管場所　7

　設 置 場 所　　北海道 苫小牧市字勇払285番地1

　面　　積　　　　　20.0㎡

　種　　類　　　　　汚泥、動植物性残さ



特殊肥料の名称　　 EP1(液肥)

受理年月日　　　　　平成31年2月18日

肥料の種類　　　　　堆肥

所　在　地　　　　　　北海道苫小牧市字勇払285番地1・285番地2

　　　　　　　　　　　　 株式会社トマウェーブ　エポジェネ苫小牧

特殊肥料の名称　　 EP2(堆肥)

受理年月日　　　　　平成31年2月18日

肥料の種類　　　　　堆肥

所　在　地　　　　　　北海道苫小牧市字勇払285番地1・285番地2

　　　　　　　　　　　　 株式会社トマウェーブ　エポジェネ苫小牧

特殊肥料の名称　　 EP3(堆肥)

受理年月日　　　　　平成31年4月10日

肥料の種類　　　　　堆肥

所　在　地　　　　　　北海道苫小牧市字勇払285番地1・285番地2

6

　　　　　　　　　　　　 株式会社トマウェーブ　エポジェネ苫小牧
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13

EP2(堆肥) 好機気性発酵期間60~90日

7

ガスバルーン②(容量146m³)

余剰ガス燃焼装置

EP1(液肥)
EP3(堆肥) おが屑 切返し EP3(堆肥)

売電

メタン発酵
肥料の製造

発酵槽①(容量282m³) 消化液槽①(容量104t)
固液分離 EP1(液肥)

発酵槽②(容量282m³) EP2(堆肥) 消化液槽②(容量104t)

エコワークス(中和・分離・脱水)

ガスバルーン①(容量146m³)
バイオガス 発酵槽 発電(49kWh)

発 酵(汚泥・動植物性残さ)　　　　　肥料:ベジマックス

 処理能力　10t/日 ベジマックス

バイオガス(動植物性残さ、汚泥、廃酸、廃アルカリ)　　特殊肥料(EP1(液肥)、EP2(堆肥)、EP3(堆肥)

原料投入 受入ホッパー 原料調整槽(容量21t)

原料 横型回転通気式発酵装置 発酵肥料 肥料製品

乾 留(廃プラスチック)

タイヤ・クローラー 芯金剥離装置 乾留缶  処理能力　2.4t/日
前処理クローラーのみ    タイヤを蒸し焼きにした後のワイヤー(金属)

クローラー鉄心(金属) 金属は有価物として売却
再生利用

R5.11.1

２．処理工程及び肥料生産工程

乾 燥(汚泥、廃酸、廃アルカリ、動植物性残さ)　　　　　肥料：トマックス、グリーンウェーブ

原料 原料ピット 供給機 搬送機 乾燥機 肥料製品搬出機

処理能力 70m³/日

肥料製品

トマックス・グリーンウェーブ
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・試行・訓練を実施、記録の作成

・自所属の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全 従 業 員

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

ＥＡ２１推進委員会

・環境活動計画の審議

・環境活動実績の確認・評価

所属責任者

・自所属における環境方針の周知

・自所属の従業員に対する教育訓練の実施

・自所属に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自所属に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

環境事務局

・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境目標、環境活動計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境目標・環境活動計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境活動レポートの確認

代　　表　　者

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境管理責任者を任命

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境目標・環境活動計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境活動レポートの承認

役割・責任・権限

環境事務局

　坂下　巧 ・ 中野 清孝

業務課　営業総務係 業務課　委託係

主任　近藤　誠一 主任　東田 義昭

業務課　施設係

統括係長　齊藤　準

EA21推進委員会

正　熊谷　賢　　副　坂下　巧

　  3. 実施体制図及び役割・責任・権限表

代表取締役社長

熊谷　賢

環境管理責任者



･

･

･

･

令和 3年  8 月 1 日

# 株式会社トマウェーブ

代表取締役社長　　熊谷　賢

電気･水資源の使用量削減に努めていきます

　この環境方針を達成するために、環境目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行ない継続的な改善に

　努めていきます。
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車両燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減に努めていきます

　わたしたちは生産・利用・廃棄・リサイクルの全行程にてゼロ・エミッションに取り組んでおります。

　地域及び社会活動の発展の中で、わたしたちの使命は、それらを支える環境技術の開発と提供です。

　求められる環境性能を十分達成し、独創的な技術開発を一歩ずつ確実に進めて参ります。　

　また、社会的責任を果たし信頼される企業として、法令その他推奨されるガイドラインを遵守します。

  　

【 行 動 方 針 】

社会活動の基盤を支える環境技術を創造します

「不要な廃棄物を利用価値ある製品」へ姿を変えるという発想で、当プラントの推進・運用をしていきます

･ 汚泥・動植物性残さは肥料化、廃プラスチックは燃料化へと、それぞれの資源を無駄なく有効活用化、
ゼロ・エミッションを推進していきます

【 環 境 方 針 】

4.  環 境 方 針

【 企 業 理 念 】

  　トマウェーブは、環境事業を通して社員のやりがいと成長を育むとともに、

　 お客様に快適さと満足を提供し、地域経済と社会の発展に貢献します。
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工場・事務所

新開本店

化石燃料使用量削減
工場・事務所

軽油・ガソリン・灯油 新開本店

工場

事務所

工場

事務所

工場

事務所

工場

事務所

令和3年度目標値
前年から1%削減

令和4年度目標値
前年同様

令和5年度目標値
前年同様

令和6年度目標値
前年同様

環境活動計画の内容

①車両燃料使用量の削減 ②灯油使用量の削減

　　　　・急発進、急ブレーキなど急の付く運転はしない。 　　　　・暖房設定温度２２℃以下の徹底。

　　　　・適正な回転数を維持する。　・空ぶかしをしない。 　　　　・助燃バーナーの使用の的確化。

　　　　・日常点検を行い、異常への対応を早急に行う。

③電力使用量の削減 ④水道使用量の削減

　　　　・冷房設定温度２5℃以下の徹底。 　　　　・使用後は直ぐに止める。

　　　　・こまめにスイッチを切る。 　　　　・洗車時の高圧洗浄機の使用。
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水道使用量削減

R4年度環境目標 ： 化石燃料使用量・水道使用量・電気使用量を 1.0％ 削減

×水道使用量削減 × ×

化学物質使用量削減 計画 使用しておらず削減不可のため目標設定していない

○ ××

1,824㎥

1,824㎥

867,163kg-co₂ 246,870L 385,697KWh 1,824㎥

867,163kg-co₂ 246,870L 385,697KWh 1,824㎥

867,163kg-co₂

385,697KWh

○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○

× × ○ × ×

○

○ ○ ○ ×

○ ○ ○○

R5.11.1
5．環境目標 ・ 活動計画書及び実績値

活　　動　　計　　画　

活　動　内　容
R4 年 度　　実 施

○ ○○ ○ ○二酸化炭素排出量削減 計画

867,163kg-co₂ 246,870L

○ ○ ○

計画 ○ × ○

計画 × ○ ○

計画

※排出係数　　北海道電力(株)0.64値を使用

電気使用量削減

246,870L

化石燃料使用量
削　　減

電気使用量削減

385,697KWh

○ × × × × ○

二酸化炭素排出量
削　　減

産業廃棄物排出量削減 計画 受けた産業廃棄物は１００％再資源化の為、削減不可のため目標設定していない



活 動 内 容 令和3年度実績
令和4年度目標値(前

年度1％削減)
令和4年度
7月～6月

活動実績
（目標値との比較）

評 価

目標値比 15.84％削減

−137,404

 化石燃料使用量の削減 目標値比 17.57％削減

(軽油・ガソリン・灯油) −43,386

　電気使用量の削減 目標値比 11.92％削減

  (排出係数 北海道電力㈱ 0.64 ） −45,991

目標値比 25.49％増加

＋465

　

・灯油

によりバーナー使用をこまめにし適切運転が出来減少となった・引き続き環境へ配慮した運転を

心がけ使用量を削減できるよう社員に徹底させる。

〇ダンプの使用量は前年度51,718ℓに対して今年度53,559ℓと1,841ℓの増加

　外注だけではなく、自社回収及び運搬等が多くなった事が要因。

　環境へ配慮した運転を意識してもらっているが、遠方への往復など距離等の使用量もある為

　難しい部分ではあるが、今後は減少していくよう務める。

バイオガス施設は、適正温度を維持し適切な運転を行っており、今後も適切な運転を務めるようにする。

事務所・工場においては使用量が大きく削減は難しいものの、今後は少しでも削減出来るよう一層の努力を期待する。

203,484L

1,842㎥

受けた産業廃棄物は１００％再資源化の為、削減不可のため目標設定していない

使用しておらず削減不可のため目標設定していない

1,824㎥ 2,289㎥

246,870L

× 水道使用量の削減

・軽油

引き続き環境へ配慮した運転を心がけ燃費向上を社員に徹底させる。

二酸化炭素排出量の削減・化石燃料使用量削減

CO₂排出量は729,759㎏-CO₂となり、計画比15.84％削減となる。

工場の稼働時間の減少に伴い、削減となる。

化石燃料に関しては、前年と比べ灯油・ガソリン、軽油の全て減となった。

灯油使用量は、前年度154,890ℓ、今年度111,020ℓで、43,870ℓと大幅な減となる。

工場の脱臭(灯油の使用用途)が大きく、昨年同様受入れ量を抑制し稼働時間が減少及び風向き等

・ガソリン

ガソリン使用量は、前年度11,351ℓ、今年度10,319ℓとなり1,032ℓの減となる。

営業人員の縮小に伴う部分が大きな要因。遠方への仕事も多くあり難しい部分もあるが、

 2. 活動計画実施内容とその評価・次年度の取組内容

〇塵芥車の軽油使用量は、前年度31,405ℓに対して今年度28,586ℓと、2,819ℓの減少となった。　
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　今後も、発進時のアクセルの踏み方等使用量削減出来るように務める。

昨年同様事務所・工場においては使用量が大きく昨年を下回っており、社員の節電に対する意識が定着した結果となる。

　業務上、停車、発進の繰り返しのの為難しいところはあるが、環境を意識した運転を心掛けた結果となった。

・電気使用量の削減

バイオガス施設も安定した操業が出来。燃料調整槽適正温度維持の為、使用量が増加なった。

産業廃棄物排出量削減

化学物質使用量削減

【評価区分】◎･･･ 10％以上削減 　　　　　　　〇･･･ 10％未満～0％未満削減　 

　　　　　　△･･･ 0％未満～10％未満増加　　　×･･･ 10％以上増加　　

R5.11.1

◎

385,697KWh 339,706KWh ◎

6. 取組結果と評価

 1. 実績と評価

　　運用期間(令和4年7月～令和5年6月)

二酸化炭素排出量 削減 867,163kg-co₂ 729,759kg-co₂ ◎875,922kg-co₂

249,364L

389,593KWh



取り組み状況の評価

　朝礼時の環境方針唱和は欠かさず継続していく。現在環境方針5項目の1項目づつを毎日1項目を
月・火・水・木・金に当てはめ張り出し唱和している。

関係法令遵守状況

　主な関係法令：廃棄物処理法、消防法、肥料取締法、飼料安全法、食品リサイクル法、大気汚染
防止法、苫小牧市環境基本条例、苫小牧市公害防止条例施行規則、製造責任法、労働安全衛生法、
フロン排出抑制法等ばいじん測定の法令測定を年２回、自主測定を年２回行い、合計年４回の測定
を行い、法令遵守の確認を行っている。当局関係より違反等の指摘はありません。
昨年同様に不安要素と不明点は、速やかに関係諸官庁へ相談と指示を仰ぐ体制は変わることな行動
していく。
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環境方針

7. 代表者による全体の評価

　
① 化石燃料使用量削減

　ばい煙装置の燃焼脱臭用に灯油を使用しており、日々の風向きで公害防止の観点も考慮しなけれ
ばならず、長時間のバーナー燃焼量が抑制困難な状況にもありますが、大幅な使用量削減は難しい
とはいえ、燃料使用へ十分配慮しながら削減に努める事を期待しております。車両に関してはアイ
ドリングストップを減らし、またデジタコ活用も併用しながら環境に合わせた運転を心掛け、また
運転手への教育、改善指導を施しながら使用量削減に努める事を期待しております。

②二酸化炭素排出量削減　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

③ 電気使用量削減

　バイオガス発電設備の稼働時間が増えてきているものの、運転のノウハウが構築出来、適正な発
電量で運転を行う事によって電気計測量が減少。工場での使用量も大幅に削減出来ており、全社員
が節電に意識をもって行動した結果が現れたと捉えております。今後も継続しより削減出来るよう
期待しております。

　労働環境におけるコンプライアンス改善を重視した事による稼働時間の減少、及び運搬車両を外
注した事が削減の要因となっております。自社車輛も稼働し運搬も行っているので、軽油使用料は
増加しましたが工場の稼働時間が減少したことにより、灯油使用量が減ったため、会社全体での二
酸化炭素排出料は削減しております。これからも運転時におけるＣＯ2削減の意識付のための教育
や数値目標を各々定め、更に業務会議等における改善に向けた議論の場を多く設け、社員一丸とな
り削減に努めていけるよう期待しております。
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総　括
　事業所もわかれ、更に組織的にも変更されることで非常に環境活動も以前よりもリセットされた
形になっておりますが、職員からの環境活動に関する改善提案も増えてきており、徐々にではあり
ますが意識の高揚が垣間見えております。加えて現場での職場安全衛生会議もしっかり毎月実施さ
れておりますので、願わくば安全面に加えて環境活動面の教育、勉強会を実施していただき、より
高い環境意識を職員全員が持つことで人も会社も成長していくことを切望したいです。


	表題
	⓶取組の対象事業・活動
	③処理工程表　乾留缶
	④実施体制図及び役割・責任・権限表
	⑤環境方針
	⑥環境目標・活動計画
	⑦実績値
	⑧代表者による評価と見直し

